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研究要旨： 
本研究では、企業の経営層が、（１）従業員の健康問題を経営課題と結び付けて認識して

いるか、（２）従業員の健康管理をどのような目的で実施しているか、（３）従業員の健康管理の

効果をどのように感じているか、について、産業医の視点から明らかにすることを目的とした。

日本産業衛生学会産業衛生専門医資格を保有する経験豊富な産業医4名に対して、フォー
カス・グループ・ディスカッションを行った。その結果、以下のことが明らかとなった。いずれの

企業でも人員確保が困難になってきており、優秀な人財の確保や離職率の低減のための対

策は優先順位が高かった。産業保健活動がこの課題に対して直接的に関わる場面は少ない

ものの、メンタルヘルス対策を含む健康対策の充実が課題解決に結びつくことは共通の認識

であった。そのため、産業医としては、通常の産業保健業務（健康診断やストレスチェックおよ

びその事後措置等）を確実に遂行し、その効果を可視化すること、経営者の関心事を把握す

るためにコミュニケーションをとることが重要である。これらの結果より、健康経営を推進するう

えでは、健康の取組みがこれらの経営上の課題に良い影響を与えることを客観的なデータで

示すこと、現時点では健康経営に関心が低い経営者に対しても周知をはかることが必要であ

ると考えられる。 
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Ａ．目的 

本研究では、企業の経営層が、（１）従業員

の健康問題を経営課題と結び付けて認識し

ているか、（２）従業員の健康管理をどのよう

な目的で実施しているか、（３）従業員の健

康管理の効果をどのように感じているか、に

ついて、産業医の視点から明らかにすること

を目的とする。 

本調査の成果は、現時点で従業員の健康

管理に関心が低い経営者に対して、従業員

の健康への関心を高めるための方策の検討

を活用することを目指す。 

 

Ｂ．方法 

2019年1月に、日本産業衛生学会産業衛

生専門医資格を保有する経験豊富な産業

医（企業外労働衛生機関や独立した産業

医事務所等で主に複数企業の嘱託産業医

の業務を行っている）4名に対して、フォ

ーカス・グループ・ディスカッションを

行った。議論を行った内容は、以下の通

りである。 

１．産業医として執務している企業の経

営者は、人（＝労働者）に対して、どの

ような課題（経営上の課題）を感じてい

ますか？ 

＋業種 

＋従業員規模 

＋経営上の課題 

＋産業医として経営者の経営課題を把握

した経緯 

２．経営者が抱えている課題（経営上の

課題）に対して、産業保健として課題解

決に貢献することができたと考えるエピ

ソードがありましたら、教えてください。 

３．経営者が抱えている課題（経営上の

課題）に対して、産業保健はどのような

貢献が可能か。 

 議論した内容はICレコーダーで録音し、

全文の逐語録を作成した。逐語録を研究

代表者がすべて確認し、内容ごとに分類

を行った。 

倫理的配慮 

 本研究は、研究参加者に対して個別に

説明を行い、文書による同意を得た。産

業医科大学倫理委員会の承認を得て、実

施した。 

 

Ｃ．結果 

フォーカス・グループ・ディスカッシ

ョンの結果を、１．経営者が人（＝労働

者）に関して感じている課題、２．経営

上の課題に対して、産業保健として課題

解決に貢献できたこと/できること、３．

産業医活動の進め方の工夫や留意点、の

３点でまとめた。 

 

１．経営者が人（＝労働者）に関して感

じている課題 

 

・いずれの事業所も労働者の採用が厳し

い状況である。人員不足により従業員一

人ひとりの負荷が高まり、離職するとい

う悪循環がみられる。そのような背景か



ら、優秀な人財（労働者）の採用とその

後の教育・育成に対する関心が高まって

いる。 

 

「どの業種でも、ほぼ人を採れないとい

うことは聞く。」 

「確かに人を採れない、人がいない」 

「人がいないので仕事が回らず条件が悪

くなり、一層辞めていくという事業場が

ある。（中略）人がいないというところが

あって、そこは壁に張り紙がしてあった。

「この５年で48人採用しないと事業が成

立しなくなる」という。これは大変だな

あという所があった。確かに人に長くい

てもらうことは、かなり切迫した課題だ

なと思った。」 

「やはり経営者とすると、人をどのよう

に育てるか、あるいは人への投資にとて

も関心を持っているという印象があり、

それと経営が非常に結びついている。」 

「金融保険の営業職を、新人で採用する

のではなくて、どこかの企業である程度

売り上げがあってノウハウを持っている

人が転職をして、保険という商品を売る。

営業職はやはり人が命なので、非常に人

に投資をしていい人を採りたい。しかし、

（中略）なかなかいい人を採れなくなっ

てきている」 

 

・法令遵守は企業として欠かせない事項

である。 

「営業所長が次々と替わって組織が大き

くなったり小さくなったりする、これを

人事がするので、簡単に事業場が50人を

超えたり超えなかったりして、選任に関

しての色々なトラブルがあり、衛生管理

者を選任して届けなければいけないとい

う体制が非常に崩れるようなことが起き

て、会社としたら組織を良くしていくた

めに人を動かしたり事業場の形態を変え

ていくと、それがすぐに衛生管理者が不

在になってしまったり、コンプラ上で引

っ掛かるようなことがあり、組織を簡単

には動かせない。」 

 

・その他、死亡に関連する健康問題は関

心が高い。また、業種特異的には、食品

関連企業では感染症、花粉症、運輸業で

は睡眠、てんかんの関心が高い。 

 

「食品工場だが従業員の消化管感染症は

やはりきつい。花粉症も実は。というの

は、従業員がくしゃみをするとサンプル

の中に細菌、コロニー数が増える。仕事

の業務継続に関わることは、単発ではあ

るが、やはり本当に否応なしに意識する

ことではある。」 

「経営者が把握できているところの範囲

内で突然死があったり、がんということ

があると、やはりその辺りの認識はする」 

 

２．経営上の課題に対して、産業保健と

して課題解決に貢献できたこと/できるこ

と 



 

・人の採用に直接、関わることはない。

しかし、メンタルヘルス対策を充実させ

る等の活動により、間接的に貢献してい

ることは多い。メンタルヘルスやがん等、

病気休職から復職を円滑にすることの効

果は大きい。 

 

「あまり（人の採用に関することは）、タ

ッチできない。」 

「研究職のメンタルヘルス不調が非常に

多くて、最初400人のうち半年以上休職し

てる人が10名ぐらいいた。（中略）ハイリ

スクアプローチをしていく日々が続いて

いた中で、経営層も問題だと認識してい

ただいていたので、「メンター制度のよう

なものを例えば導入したらいかがです

か」ということや、若い人のメンタルヘ

ルス不調が多かったので「１年目だけ安

全衛生委員会に参加する月を作り、安全

衛生に関することを会社はこのような形

で議論しているんだよ」というようにし

て、その際に必ず産業保健活動に関する

衛生講話でするようにしたり、健診後に

保健師による全員面談を行い「困ったら

相談してね」というようなことをやって

いたりする。（その結果）メンタルヘルス

不調がゼロか１人ぐらいになって、（略）」 

「メンタルヘルスに関しての復職、ある

いは癌でもそうなのかもしれませんが、

実際に自分たちの現場にいたあの人が少

し休んで復帰して大分元気になってきた、

その後もやっているという人を周りの人

が見ることによる効果は、かなり大きい

かなと思っている。それを実際に関わっ

た管理者が「あ、こういうことができる

んだ」と、そのような認識を持っている

人が増えると、知らず知らずのうちにそ

れがうまく進むようになって、ある程度、

形になる。」 

 

・健康診断やストレスチェックの事後措

置を確実に行うことが経営課題の解決と

直結する。 

「社長とすると、一生懸命に採用した人

が独りで亡くなっていて、大体糖尿病を

持っているとコントロールができなかっ

たり、中年のおじさんたちが多いので、

そこから何かできないかという話をちょ

うど社長と面談をしているときにそのよ

うな話が出て、それから「では健診をき

ちんと100％にしましょう」というような

形で施策が、今までは保健職があまりや

っていなかったが、何かそのようなイベ

ントがあり人の重要性のようなことを、

経営者がやるとそこで予算が大きく動い

ていろいろできるようになったという経

験がある。会社の中で特に留意を要する

ハイリスクな人達を特定する仕組みを作

るという、前から言っていたが全然実行

していなかったものが、それを気に大き

く広がって進んだというイメージがあ

る。」 

「ストレスチェックかなと思っていて、



集団分析をきちんとやっていきたい会社

前提にはなるが、やっていくときに、あ

る工場だが、300人ぐらいの、工場長のメ

ッセージとしても「家族に誇れる工場に

したい」という話があったので、そこと

ストレスチェックを混ぜて「それぞれの

職場で家族に誇れる工場、職場ってどん

なんですかね、ストレスチェックの結果

はこうなんですけど」というような形で

持っていったことはある。」 

 

・経営者が課題への対処法を誤った方向

で認識している場合は、専門家の立場で

対策の軌道修正を行うことは産業医の重

要な役割である。 

「（経営者と）話すということはある。そ

うすると、やはりメンタルヘルスの課題

で「休んでいる人か多い」ということな

どで、ただ経営者の捉え方としては「最

近の人は、ストレスに弱いね」あるいは

「あそこをどうやったらストレスに強く

なるんですか」など、そのような個別の

課題として捉えている人が比較的多いの

かなという印象はある。だから、それを

「組織の問題もありますよ」という方向

にどのように意識づけをしていくのかと

いうことが課題かなとは思っている。」 

「がん対策で言うと、検査の意義も確立

していないような新規のものを会社がや

るという方向になると、やはり困ったこ

とになるなと思う。」 

 

３．産業医活動の進め方の工夫や留意点 

 

・日々の産業医活動を誠実に行い、会社

との信頼関係を気づくことが不可欠であ

る。経営者や担当者とよくコミュニケー

ションをとり、必要な施策のきっかけと

つくっておく。そして、いざ対策を実施

するときのために常に準備をしておくこ

とが重要である。 

 

「組織のトップと顔を合わせる機会があ

ったらいいというのは本当にそのとおり

だと思う。ただ、あくまでもそれは単な

る原則でしかなくて、50人未満の会社で

もトップとコミュニケーションを取って

いても進まないときは進まないというこ

とがあって、人事の担当者なども含めて

「今は、社長が大事や」と言っていても、

現場に下ろすと「ちょっとそれは無理や」

というような話で動かないことはたくさ

んあるので、結局、このような言い方し

かできないけれども、いろいろな種をま

いていって、できるだけ確率の高い種を

まいているつもりで、「あ、ここだったん

だ」というように後から答えが分かって

急に大きく進む、そのようなことの繰り

返しの気がしている。ただ、その種がき

ちんと芽が出る率を上げるために何をし

ているかというと、結局、日々まじめに

仕事をしているというような話につなが

っていて、普段からは声を大きく上げな

い。普段は、地道に種を植え続ける。」 



「「これ、明らかにまずいよね」もしくは

法改正で、今だったら「働き方改革やか

ら、これやらなあかんよ」といったとき

にしっかり言う、普段の声のトーンと少

し違うレベルできちんと言ったら「あ、

この先生、何かいつもと違うことしてる」

ということでとても動きがいいような気

がするので、そのような繰り返しなのか

なという気がしている。」 

「保健職が何かしたいと思っても、「これ

は、こうすべきなんじゃないか」と思っ

ても、きっかけを経営者が持っていなけ

れば動けない。そのときにきちんとスッ

と動けるように準備をしておくことが重

要なのかと思う。」 

 

・活動の効果をデータで可視化すること

は効果的である。 

「（メンタルヘルス対策の効果は）金銭的

な価値としても、6,700万ぐらい掛かって

いたものが、今は1,700万ぐらいで治まっ

ています」ということで、そこの会社と

しては「５億から８億ぐらいの売り上げ

に相当するので本当に助かりました」と

言っていただいたことが結果としてはと

ても良かった。」 

「実際に換算してみるということはいい。

高低をきちんと出して見える化して、そ

の成果がフィードバックされているとい

うことが。」 

 

・経営者とよくコミュニケーションをと

り、経営者の関心事を把握し、産業保健

のやりべきこととのすり合わせをするこ

とが重要である。 
「経営者に「こういう課題がありますよ」

と、あるいは「今ある課題かもしれませ

ん」「これからこういうことが課題になり

ますよ」と、これを意識してもらうこと

が一つ。それから、やはり解決策をきち

んと提示をする。これは、違う解決策に

走らないように「こういうことが、ある

程度、科学的あるいは倫理的にも妥当な

解決策がありますよ」ということ。それ

から、特に嘱託産業医が直接実施者とし

て関われることには限りがあるので、そ

の実行に当たるスタッフへの支援やサポ

ートなど、あるいは実施に当たるスタッ

フが社内できちんと立場を持てる、その

ようなことへの貢献は非常に大きいかな

と思う。」 
「産業保健は何のためにあるかという根

本的なところは、やはり職業上の健康安

全のリスクを低減して、そのようなプロ

モーションするところにあるので、経営

上でもちろん「法的なコンプラはこうで

すよ」「法律はこうですよ」ということは

重要ではあるが、そこから入らないよう

に、コンプラから入るのではなくて、そ

この会社がどのような人を育てたくて、

どのような人が足りなくて、今このよう

な人がいない、このような経営危機があ

る、あるいはこのような社会的なバッシ

ングを受けているなどの経営上の危機に

関して、そこで働いている人たちの目線

での助言をしようという気持ちを持ちな

がら常に専門性で、中立ではなくて、あ

る場合は労働者側に、ある場合は経営の

方に立つと思うが、独立性を持って労働



者の職業上の健康安全リスクを低減する

ためにはこのようなことが必要だと。そ

れに当たっては「こういう法律が実はあ

りますね」と後付けでいう。大事なとこ

ろを先に言うことは重要なのかなと、そ

のような意味での貢献が大きな役割なの

ではないかと思う。」 

「産業医と経営者の立場は当然違う。経

営者は、従業員の健康は大事だともちろ

ん総論的には言うが「それは手段ですか、

目的なんですか」と言ったら絶対に手段

でしかない。従業員が健康になるために

われわれはいるというわけでは絶対にな

いので、手段、従業員が健康になってほ

しいという背景に何かがある。では、経

営者や人事担当者がうなりながら「こん

なんやりたいんやけど」と言ってくると

きには必ず何か背景があるので、その背

景をきちんとつかまえれば「いや、この

方法じゃなくて、こっちの方法がいいん

じゃないですか」などいろいろな話を言

えると思うので、あくまで本当にこちら

の手段と向こうの手段をうまく合わせる

作業を丁寧にしていけば思いもかなうし、

最終的には、結果的に従業員も健康にな

るというようなものなのかなという感じ

がとてもしている。」 

 

Ｄ．考察 

本研究では、経営者が労働者の健康に

ついてどのような課題認識をもっており、

それに対して貢献できることを、産業医

の立場から検討した。 

いずれの企業でも人員確保が困難にな

ってきており、優秀な人財の確保や離職

率の低減のための対策は優先順位が高か

った。産業保健活動がこの課題に対して

直接的に関わる場面は少ないものの、メ

ンタルヘルス対策を含む健康対策の充実

が課題解決に結びつくことは共通の認識

であった。そのため、産業医としては、

通常の産業保健業務（健康診断やストレ

スチェックおよびその事後措置等）を確

実に遂行し、その効果を可視化すること、

経営者の関心事を把握するためにコミュ

ニケーションをとることが重要である。 

 

Ｅ．結論 

健康経営を推進するうえでは、健康の

取組みがこれらの経営上の課題に良い影

響を与えることを客観的なデータで示す

こと、現時点では健康経営に関心が低い

経営者に対しても周知をはかることが必

要である。 

Ｆ．健康危険情報 

 なし 

G．研究発表 

 なし 

 

H．知的財産権の出願・登録状況 

 なし 

I．引用・参考文献 

なし 

 



 
 

 


